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 要  旨  
 マルチエージェントベースシミュレーション（MABS）は、複数の自立的な行動主体
であるエージェントから構成されるマルチエージェントシステムを用いたシミュレー  
ションの方法論である。単純なエージェントから構成されるシステムでも、システム全
体として複雑な挙動が生じるため、社会や生態系などの複雑系のシミュレーション手法
として注目されている。しかしその一方で、シミュレーション結果の妥当性検証が重要
な課題として近年議論されるようになった。妥当性検証が重要な課題として位置づけら
れる理由として、設計の自由度が高く、シミュレーション結果がモデル化方法の違いに
敏感に反応することが挙げられる。これに対して、あるシミュレーションモデルを他の
方法で複製し、結果を比較する Model-to-Model アプローチが提案され、いくつかの研
究が行なわれた。しかし、それぞれの研究は事例研究であり、妥当性の定義、およびそ
の検証法がシミュレーションモデルに依存しているため、統一的な方法論が求められて
いる。また、根本的な問題として、結果の比較方法が整備されていないため、そのよう
なアプローチの適用範囲が限られている。  MABS は経済学で盛んに取り上げられてい
るように、多くのモデルが、 (1) 乱数の影響により同じ設定環境下であっても結果が実
行毎に異なり、 (2) 時系列データが結果として意味を持つという性質を有する。本研究
では Model-to-Model アプローチの適用範囲の拡大を目指して、上記の性質を持つモデ
ルの結果の定量的な比較方法を提案する。そして、統一的な妥当性検証プロセスの構築
に向けて、エージェントの学習メカニズムに着目した妥当性の高い結果の選択指針を示
す。提案する比較手法は、時系列データの次元数の大きさに対処するため、離散フーリ
エ変換を利用した特徴抽出法を適用し、次元数を削減する。そして、本手法では同一の
設定環境下で行なった複数回のシミュレーション結果の分布間の距離を、特徴空間上に
おいてマハラノビス汎距離を用いて定量化する。一方、シミュレーション結果の妥当性
の指針として、  本研究では (1) 特定の学習メカニズムに依存する結果を排除し、 (2) 実
験者の恣意的な設定を避けるという目的から、複数の学習メカニズムの結果を比較し、
類似した結果を妥当性の高い結果を用いるという指針を示した。  
 
 
